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【研究の内容】 

 大気中のエアロゾル粒子は太陽放射を直接的に散乱することや、雲核として働くことで、雲を形成

し間接的に地球を冷却する効果がある。その効果は温室効果ガスの加熱効果の大部分を相殺する

と考えられているが、いまだその科学的理解度は低い（IPCC, 2013）。特に、北極大気のエアロゾル

はブラックカーボン（BC）や海塩など様々なエアロゾル成分により構成されており、その動態は未だ

明らかになっていない。本研究では、平成 28 年度に北極海上で採取したエアロゾル粒子に対して

透過型電子顕微鏡およびエネルギー分散型 X線分析器を用いて粒径毎の成分分析を行った。 

海洋大気組成計測ならびに粒子採取は、海洋地球研究船「みらい」の MR16-06 航海

（2016/8/22-10/5）において行った。エアロゾル粒子は低圧カスケードインパクターを用いてコロジオ

ン膜を張った Cu グリッド上に採取した。また、同時に BC 質量濃度測定装置（SP2）を用いて、大気

中の BC質量濃度の連続測定を実施し、陸域燃焼起源由来気塊の指標とした。 

北極海においてBC質量濃度の上昇イベントが数回観測された（図1）。イベント発生時に採取した

粒子(No.1, 5, 6)および、バックグラウンド大気を観測した際に採取した粒子（No.2, 3, 4）に対し、粒

径毎に成分分析を行った。粒子の元素組成を元に分析対象粒子を“Sulfur-rich (S-rich)”“Carbon-

rich (C-rich)”“海塩（Sea-salt）”“変質海塩（Modified Sea-salt）”“その他（Others）”に分類した結果、

図2のようになった。バックグラウンド大気観測時に採取した粒子は変質していない海塩が大部分を

占めていた。粒径0.5 μm以下の粒子はS-rich粒子とC-rich粒子の割合が大きく、0.5 μm以上の粒子

は海塩の割合が大きかった。また、BC高濃度イベント時に採取したサンプルの粒子組成は大きく異

なった。ローカルなBC排出源の影響を受けたと考えられるサンプルはS-rich粒子が（No.1）、シベリア

の森林火災の影響を受けたと考えられるサンプルはC-rich粒子（No.5）、変質海塩（No.6）が大部分

を占めていた。 



以上より、北極海上のエアロゾルの組成は汚染気塊の到達により様々に変化する事が示された。

今後これらの結果を利用したモデル計算などを実施することにより、北極海におけるエアロゾル粒子

の気候影響のより正確な推定が可能になると考えられる。 

 

 

 

図 2 粒径別の粒子分類結果 

nは分析粒子数を示す。 

図 1 北極海上における BC 質量濃度 

各線は試料採取日時を示す。 
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